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研究成果は、米国科学誌「American Journal of Reproductive Immunology」に 

2018 年 1２月 1５日掲載 
 
 

公立大学法人名古屋市立大学（以下「名古屋市立大学」という。）では、環境省及び国立

研究開発法人国立環境研究所（コアセンター）をはじめ、全国 15 大学・機関（ユニット

センター）とともに、子どもの発育や健康に影響を与える化学物質等の環境要因を明らか

にし、次世代の子どもたちが健やかに育つことのできる環境の実現を図ることを目的とし

て、「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」を行っています。 

 

今回、平成 28 年 4 月に固定が終了した約 10 万人を対象として、妊娠はするけれど流

産・死産によって生児が得られない「不育症」と、異常妊娠との関連について調べまし

た。その結果、不育症患者において児の染色体異常、先天異常、新生児仮死の頻度は増加

しませんでしたが、癒着胎盤、子宮内感染、死産、軽度・重度妊娠高血圧症候群、帝王切

開率が増加することが明らかになりました。また、不育症患者において男児の割合が減少

することも明らかになりました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

ポイント 

 不育症と異常妊娠の関連を調べました。 

 不育症と児の先天異常および染色体異常との間に関連は認められませんでした。 

 不育症は、癒着胎盤、子宮内感染、死産、軽度・重度妊娠高血圧症候群、帝王切開率

のリスクの増加と関連することが明らかになりました。 

 不育症であっても健康な児を出産することができるということが示されました。 
 
*本研究は環境省の予算により実施しました。本発表の内容は、すべて著者の意見であり、

環境省の見解ではありません。 

名古屋教育医療記者会、名古屋市政記者クラブと同時発表 

流産・死産を繰り返す不育症でも 
先天異常や染色体異常は増加しない 
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【研究の背景】 
子どもの健康と環境に関する全国調査（以下「エコチル調査」という。）は、環境が子ども

の健康にどのように影響するのかを明らかにし、子どもたちが安心して健やかに育つ環境

をつくることを目的に、2010 年度に開始された大規模かつ長期に渡る調査です。胎児期

から小児期の環境因子が、子どもの健康と成長にどのように影響するかを、参加する子ど

もが 13 歳になるまで追跡調査します。調査期間は 5 年間のデータ解析期間を含み、

2032 年度までを予定しています。 

 

エコチル調査は、全国 15 大学・機関のユニットセンターで実施され、東海地域では名古

屋市立大学が調査拠点となっており、各関係機関が協働して実施しています。 

 

現在、妊娠ができない「不妊症」の問題を抱えるカップルは 10%以上と言われていま

す。一方で、妊娠はするけれど、流産・死産によって子どもを持てない場合を「不育症」

といいます。3 回以上連続する流産を習慣流産といい不育症に含まれます。つまり、原因

がどうであれ、2 回以上流産していれば不育症ということができます。不育症は不妊症に

比べまだ認知度が低く、専門の医療機関も少ないのが現状です。 

 

流死産を繰り返す不育症について、早産、前期破水、低出生体重児などのリスクが増加す

ることはこれまでの研究で報告されていますが、他にどのような異常妊娠と関連するのか

といった点についてはまだ十分に明らかにされていません。しかし、不育症患者の方々に

適切な支援を提供していくためには、これらを明らかにしていくことは急務といえます。 

 

そこで我々は全国 10 万人の妊婦の方に協力をいただき、不育症といくつかの異常妊娠と

の関連を検討しました。 
 

【研究内容と成果】 
本研究では、平成 28 年 10 月時点での妊娠期間中の母親 10 万人のデータ「出産時全

固定データ」を使用しました。 

 

104,102 のデータを用いて、既往流・死産回数が増加するに従って、流産、死産、早

産、前期破水、前置胎盤、羊水過少症、胎盤早期剥離、癒着胎盤、妊娠高血圧症候群、

子宮内感染、帝王切開、子宮内胎児発育遅延、低出生体重児、男児、新生児仮死、先天

異常、染色体異常のリスクが増加あるいは低下するかについて検討しました。 

 

解析の結果、不育症患者において児の染色体異常、先天異常、新生児仮死の頻度は増加

しませんでしたが、癒着胎盤、子宮内感染、死産、軽度・重度妊娠高血圧症候群、帝王

切開率のリスクが増加することが明らかになりました。また、不育症患者において男児

の割合が減少することも明らかになりました。 
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以上の結果から、流産、死産を繰り返しても児の先天異常や染色体異常のリスクの増加

は認められなかったので、不育症であっても健康な児を出産することができるというこ

とが示されました。ただし、不育症の方が妊娠継続に至った場合、癒着胎盤の頻度が少

し増加するので分娩時に注意が必要であるといえます。 

 

人工妊娠中絶術の回数によっても癒着胎盤が増加したため、不育症患者において癒着胎

盤が増加した理由は子宮内容除去術の影響と考えられます。既報告と同様に、死産、軽

度・重度妊娠高血圧症候群、帝王切開率のリスクが増加することが明らかになりました

が、早産のリスクは増加しませんでした。これらの点については、10 万人でも症例数

が不足していた可能性が考えられます。また、エコチル調査ではリクルートの開始時期

が、初期流産の時期を過ぎていたため、流産のリスクは正確に評価できなかった点など

が研究の限界点として挙げられます。 
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【掲載学術誌】 
「American Journal of Reproductive Immunology」 

 
【お問い合わせ先】 

《研究全般に関するお問い合わせ先》 

公立大学法人名古屋市立大学大学院医学研究科産科婦人科学 

教授 杉浦真弓 
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